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～  冬の森の見どころ  ～

冬芽と葉痕を観察してみよう

　

　葉が自然に落ちると、木には葉がついていた

痕（あと）が残ります。これが葉痕になります。

根から吸い上げた水分や葉で出来た養分などを

運ぶためのくだ（維管束）の痕が独特の模様に

なっています。葉痕の近くには冬芽があり、ウ

ロコのような芽鱗（がりん）やフサフサの毛に

包まれています。この葉痕や冬芽の形や模様な

どから植物の種類を調べることが出来ます。

　冬から早春にかけての森は

木々の葉が落ち、 下草も茂って

いないため、 いつもより林内を遠

くまで見渡すことが出来ます。 そ

のため、 野鳥観察にはこの時期

が最適で小型のエナガ、 シジュ

ウカラ仲間や、 この辺では冬に

だけ出会うことができるアトリ、 マ

ヒワなどを見ることが出来ます。

いろいろな種類の鳥が群れとなっ

た混群に出会うことも多いので、

これから野鳥観察を始めようとす

る人にはお勧めの季節になりま

す。

　森の中に緑が消え、 一見植物

観察の見どころがないような季節

に思われますが、 目を凝らして

観察を続けているといろいろな形

をした冬芽に気づくはずです。 厳

しい冬を乗り切るために冬芽は、

硬いウロコのような芽鱗や、 いか

にも暖かそうな毛で芽を包んでい

ます。 今回冬芽の写真を撮りに

行ってわかったことなのですが、

クサギの冬芽が鮮やかな赤紫色

であったのには驚きました。 モク

レンの純白の毛は見るからにふ

わふわしていて触りたくなってしま

います。 また、 冬芽をよーく観察

していると奇妙な模様に気づくは

ずです。 冬芽の近くに、 見方に

よっては何かの顔のような、 いろ

いろな表情をした小人たちです。

これは葉っぱが落ちた後の葉痕と

いうもので、 木の種類ごとに模様

が違います。 特にクズのつるに

ある葉痕は表情豊かで印象的で

した。 １本木を選び、 じっくり葉

痕観察しながら、 小人の表情を

比べるというのもなかなか面白い

冬の自然観察になるような気がし

ます。 （文、佐々木　写真、篠木）
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